引き揚げ科学技術者の動向 : 満鉄中央試験所・水道技術者・鉄道技術者を中心に by 沢井 実

































年 9月 15日現在の満鉄中央試験所の構成をみた表 1によると，佐藤正典が丸澤常也に代わって所
長に就任し，燃料課に高圧化学機械研究室が新設されていた。
　先にみたように 1940年 4月現在の満鉄中央試験所の職員は 141名であったが，表 2には 112名
の職員の戦後の勤務先が示されている。1971年現在の勤務先を基準に分類すると，112名の内訳は




表 1　満鉄中央試験所の構成（1940年 9月 15日現在）
課別 氏名 出身校・専攻 卒業年
所長 佐藤　正典 九大・工・応用化学 1917
無機化学課課長 吉村　倫之助 九大・工・応用化学 1920
　電気化学研究室主任 有森　毅 東大・工・応用化学 1925
　窯業〃〃 関　皓之 九大・工・応用化学 1927
　一般無機化学〃〃 田中　泰夫 東大・理・化学 1929
　無機分析室〃 旭　麟三 大阪高工・工・応用化学 1914
冶金課課長 馬場　栄夫 九大・工・応用化学 1919
　冶金研究室主任 深町　富蔵 東北大・理・化学 1925
　選鉱〃〃 葛原　大策 旅順工大・採鉱冶金 1925
有機化学課課長 猪口　金次郎 東北大・理・化学 1923
　油脂研究室主任 篠崎　侑一
　大豆〃〃 五十嵐　正次 大阪高工・工・応用化学 1927
　繊維〃〃 内田　潤一
　一般有機化学〃〃 井口　俊夫 九大・工・応用化学 1931
　有機試験室〃 綿貫　孝始 米沢高工・応用化学 1919
燃料課課長 阿部　良之助 京大・工・工業化学 1923
　石炭研究室主任 森川　清 東京高工・応用化学 1928
　高圧化学機械〃〃 遠藤　外雄 京大・工・機械 1932
　鉱油〃〃 高島　四郎
　合成燃料〃〃 渡部　進 東大・理・化学 1927
　瓦斯〃〃 米田　経宇 京大・工・工業化学 1928
農産化学課課長 六所　文三 東大・農・農芸化学 1920
　食品発酵研究室主任 岡野　公次




区分 氏名 出身校・学部・専攻 卒業年 1959年現在 1971年現在 出典
番号
官庁 浅倉　林一 ＊愛知県工業指導所（1955） 愛知県工業指導所化学部長
安部　昇 通産省工業品検査所化学製品課長
荒木　富安 滝川石炭事務所長（1955） 北海道工業開発試験所第四課長 ①
岩村　栄之助 京大・工・燃料 1942 通産省工業品検査所化学製品課 通産省工業品検査所化学製品部長
大槻　茂寿 東北大・工・機械 1936 ＊大阪府立工業奨励館（1955），同堺分館長（1961） 大阪府立工業奨励館堺分館長（工博）
岸　二郎 ＊岡山県工業試験場（1964） 岡山工業試験場専門研究員
小金丸　武登 東北大・工・化学 1935 防衛庁技術研究所第二研究所部長（1961） 防衛庁技術研究所顧問
駒沢　章雄 大阪府立工業奨励館経理課長
斎藤　秀夫 防衛庁技術研究本部第一研究所技官（1961） 防衛庁主任研究官 ②
佐藤　正典 九大・工・応用化学 1917 千葉工業大学学長 人事院人事官，千葉工業大学名誉学長（工博）
竹原　茂夫 阪大・工・応用化学 1935 日本レイヨン総合研究所長付 奈良県工業試験所長
常谷　章雄 ＊工業技術院資源技術試験所（1954） 工業技術院資源技術試験所石油部第三課長
松本　忠恕 ＊大阪府工業奨励館（1952） 大阪府立工業奨励館無機化学課長（工博）
学界 有森　毅 東大・工・応用化学 1925 京都工芸繊維大学教授 東京工業高等専門学校長（工博）
伊藤　四郎 ＊東京工業大学（1950），東京工業大学助教授（1961） 東京工業大学教授（工博）
猪口　金次郎 東北大・理・化学 1923 千葉工業大学教授（1961） 千葉工業大学名誉教授（工博）
内田　潤一 ＊山陽パルプ（1955），中尾製紙㈱顧問（1961） 美作女子大学教授（工博）
内野　正夫 東大・工・応用化学 1915 鹿児島県立大学工学部教授 関東学院大学教授（工博）
梅村　耕造 ＊大阪府立大学教養部（1960） 大阪府立大学教養部教授（工博）
遠藤　外雄 京大・工・機械 1932 立命館大学教授（1961），＊立命館大学理工学研究所（1963）立命館大学理工学部教授（工博）
大宮　満男 九大・農・農芸化学 1941 熊本大学助教授 長崎大学教育学部教授
奥野　源次郎 ＊大阪府立大学工学部（1957） 近畿大学理工学部教授，元大阪府立大学教授（理博）
鴛淵　武雄 京大・農・農芸化学 1937 高知大学教授 高知大学農学部教授（農博）
小田　憲三 阪大・工・応用化学 1938 日本触媒化学工業研究部長（1960年） 高知工業高等専門学校教授 ③
金子　好博 立命館大学助教授（1961） 立命館大学助教授
川原　鳳策 北大・工 1933 ＊小樽商科大学（1954），北海道大学水産学部教授（1961）北海道大学水産学部教授（理博）







島田　吉英 ＊東工大・染料化学 1934 千葉工業大学教授（1961) 千葉工業大学教授（工博）
関　皓之 九大・工・応用化学 1927 ＊姫路工業大学（1955） 姫路工業大学名誉教授，前学長（工博）
高島　四郎 ＊姫路工業大学（1958），兵庫県立工業奨励館館長（1961）姫路工業大学教授（工博）
種村　岩美 ＊東北大学医学部（1960） 弘前大学付属病院薬剤部長
千葉　喜美 横浜高工・電気化学 1929 千葉工業大学教授（1961），＊千代田化工建設（1963） 千葉工業大学教授（工博）
富田　彰 北大・理・化学 1937 ＊東海電極製造（1956） 沼津工業高等専門学校教授（理博）
中村　武彦 九大・農・農芸化学 1933 ＊宮崎大学農学部（1954） 宮崎大学農学部教授（農博）
浜井　専蔵 千代田化工建設（1959），千代化工建設㈱技術部長（1961）工学院大学教授（理博） ④
広田　鋼蔵 東大・理・化学 1932 大阪大学理学部教授 大阪大学理学部教授（理博）
深町　富蔵 東北大・理・化学 1925 志村化工顧問（1954），川上研究所取締役（1961） 千葉工業大学教授（工博） ⑤
船津　勝 九大・農・農芸化学 1938 九州大学農学部教授 九州大学農学部教授（農博）
細井　敬三 ＊北海道学芸大学（1958），北海道水産大学教授（1961）北海道教育大学教授（理博）
本多　良房 ＊大阪府立大学工業短期大学部（1961） 大阪府立工業高等専門学校
前田　稔 東大・農・農芸化学 1928 阪神上水道技術試験所（1956） 日本大学工学部教授 ⑥
三木　正之 ＊三重県水産試験場尾鷲分場（1960） 北海道大学水産学部教授（工博）
緑川　林造 東大・工・応用化学 1933 北海道立工業試験場長 北海道大学工学部教授（工博）
山本　弥一郎 大阪医科大学病理学教室（1956） 金沢大学教育学部教授 ⑦
横山　修三 ＊金沢大学工学部（1955） 静岡大学工学部教授（工博）
米田　経宇 京大・工・工業化学 1928 大阪府立大学教授（1961） 関西外国語大学教授，大阪府立大学名誉教授（工博）
六所　文三 東大・農・農芸化学 1920 山梨大学工学部教授，明治大学教授（1961） 静岡女子大学家政学部教授，静岡大学名誉教授（農博）
和田　正美 京大・工・採鉱冶金 1931 ＊東北帝国大学教授（1947） 東北大学教授（工博）
産業界 芦沢　六郎 東浜油脂㈱取締役工場長（1961） リノール油脂㈱取締役工場長（工博）
阿部　良之助 京大・工・工業化学 1923 ＊立命館大学理工学部（1949），天北化学㈱社長（1961）天北化学㈱社長（工博）
荒井　譲 京大・工・工業化学 1930 東北開発会社調査部長 ウレタン原料工業会常務理事
五十嵐　正次 ＊＊東北大・工・応用化学 1930 竹本油脂㈱取締役（1961） 日清製油㈱取締役研究所長
井口　俊夫 九大・工・応用化学 1931 太陽油脂・常務取締役（1961） 太陽油脂㈱常務取締役（工博）
石川　三郎 京大・工・工業化学 1936 日本触媒化学工業㈱取締役生産部長（1961） 日本触媒化学工業㈱専務取締役
石黒　正 東北大・工・化学 1937 日本揮発油企画課長（1954） 日本揮発油㈱取締役研究開発本部長 ⑧
表 2　満鉄中央試験所引揚者の戦後
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区分 氏名 出身校・学部・専攻 卒業年 1959年現在 1971年現在 出典
番号
産業界 稲葉　卓一 日宝興発㈱常務取締役（1961） 日本エンジニアリング㈱副社長
井上　政兼 インターナショナル・エンジニヤーズ・ジャパン㈱取締役
大形　孝平 アジア問題研究家（1957），国際文化会館（1959） 日印経済協力調査委員会事務局長 ⑨
大木　説喜松 ＊理研ビタミン油東京工場（1958） 健生堂化学工業㈱代表取締役
大田　良一 関東電化工業㈱渋川工場長（1961） 関東電化工業㈱常務取締役
大洞　甲子郎 阪大・工・応用化学 1940 尼崎製缶㈱工場長
岡田　寛二 協和ガス化学㈱企画部長≪ 1961） 協和油化㈱常務取締役
奥村　憲三郎 日本油業㈱取締役開発部長
香川　三六 日本生産性本部（1955） 日本生産性本部事務局次長 ⑩
加藤　二郎 ＊＊東大・農・農芸化学 1928 ＊＊日東理化学研究所理事，味の素中央研究所副部長（1962）味の素㈱取締役（工博）
兼子　隆夫 ＊北海道大学理学部（1954），北興化学㈱研究所（1961）北興化学工業㈱取締役化成品部長（理博）
上池　修 大阪高工・応用化学 1922 ＊大阪府立大学工学部（1956） ミリオン化学㈱技術顧問，大阪府立大学名誉教授（理博）
岸本　友一 三菱化工機（1952），日揮化学㈱新津工場長（1961） 日揮工事㈱開発研究室長 ⑪
日下　和治 旅順工大・採鉱冶金 1921 ＊広島県呉工業試験場（1954） 日下レアメタル研究所長，アジア技術コンサルタント社長
葛原　大策 旅順工大・採鉱冶金 1925 ㈱南洋物産技術顧問
工　静男 ＊＊北大・農・化学工学 1940 ＊＊日本揮油入社（1949），日揮化学（52），日揮化学取締役研究部長（62）日揮ユニバーサル㈱副社長（工博）
小黒　一男 佑光社ペイント㈱取締役技術部長
小林　正夫 九大・農・農芸化学 1939 東邦化学工業営業部長 東邦化学工業㈱取締役企画本部長
近藤　弓夫 北海道信号㈱常務取締役（1961） 藤物産㈱取締役社長
佐久山　滋 京大・工・工業化学 1937 ＊日本触媒化学工業（1956） 日本触媒化学工業㈱専務取締役
佐藤　輝五 京大・工・工業化学 1929 日宝興発，日宝興発㈱研究部長（1961） 油研工業㈱取締役開発部長
佐藤　福三 ＊＊米沢高工・化学 1937 ＊＊日揮化学入社（1954）・研究部次長（62） 日揮化学㈱中央研究所長
角谷　忠次郎 浦和市市会議員
高木　智雄 ＊日本揮発油（1954） 日本揮発油㈱常務取締役





中島　爾 京大・工・燃料化学 1944 日本触媒化学工業調査役 日本触媒化学工業㈱取締役川崎工場長
西田　房雄 ＊千代田化工建設（1958） 千代田化工建設㈱取締役
仁林　万木雄 千代田化工建設㈱技術部次長（1961） 千代田化工建設㈱調査役









前川　義郎 洞海化学工業工務部長（1952） 洞海化学工業㈱常務取締役（工博） ⑯
松浦　喬一 京大・工・工業化学 1938 伊藤忠商事 フォセコ・ジャパン・リミテッド取締役社長
宮原　泰幸 北興化学㈱調査部（1961） 北興化学工業㈱特許部長（農博）
元崎　信一 ＊＊鳥取高農・農芸化学 1933 ＊＊味の素川崎工場（1955），味の素取締役・四日市工場長（1962）味の素㈱専務取締役川崎工場長
森川　清 東京高工・応用化学 1928 ＊東京工業大学（1954），東京工業大学教授（1961） 日本揮発油㈱副社長，東京工業大学名誉教授（理博）
矢田　敬三 清美化学㈱取締役工場長（1961） 清美化学㈱取締役社長
山本　建造 東燃工業㈱取締役社長
吉村　倫之助 九大・工・応用化学 1920 旭硝子嘱託（1955） 旭硝子㈱顧問（工博） ⑰
和田　信明 北大・理・化学 1933 大阪府立工業奨励館第三部長 山文㈱顧問，元大阪工業奨励館化学部長




































の役割が大きかった。石川は 57年 7月に取締役（製造部長），59年 6月に川崎工場長となり，63
年 7月に常務取締役，65年 7月に専務取締役（技術部門管掌），79年 2月に取締役副社長，そして
81年 2月に社長に就任した。佐久山は 57年 7月に取締役，63年 7月に常務取締役，67年 7月に
専務取締役に就任した。中島は研究部門で仕事をした後，59年 6月に石川工場長の下で製造課長
に就任，63年 8月に川崎工場長になった。その後中島は 67年 7月に取締役，73年 7月に常務取締















石黒と高木は後に専務取締役，橋本は常務取締役に就任した。日本揮発油では 52年 5月に UOP（ユ
ニバーサル・オイル・プロダクツ）社との技術援助契約の更改に成功するが，この UOPプロセス
に関する設計・建設，さらに技術営業の強化を目的に技術者の増強が行われた。旧満鉄中央試験所
から上の 3名，旧陸軍燃料廠から 2名，旧海軍燃料廠から 5名の技術者がそれぞれ入社した［社史
編纂委員会　1979：42，48］。また森川清は 49年から 53年まで撫順鉱務局専家として留用され，











































　表 3からは田辺とともに篠立仲が会社設立に参加し，続いて 59年 7月に山元敏治，同年 10月に
竹田譲，同年 11月に吉岡栄夫，60年 1月に藤田尚彦と森達，同年 3月に古井豊，同年 9月に多田彰，
























氏名 出身校・専攻 卒業年 略歴














































氏名 出身校・専攻 卒業年 略歴
古井　豊 満洲国国立哈爾浜工業大
土木
1941 1942年 1月に満洲国総務庁高等官試補，43年 1月に朝




























































なるものの，43年 1月に朝鮮軍第 26部隊に入営し，45年 10月に復員解除となった。引き揚げ後
























































































れて 53年 5月であった［「復興建設技術協会 10年史年表」　1956：3―4，6］。54年 4月末現在の復
建協会の職員は 245人，その内訳を本部・支部別にみると本部 3名，関東 46名，中部 19名，近畿
55名，中国 47名，九州 42名，東北 34名であり，会員は 874名，賛助会員は 35名であった［「協
会記事」　1955：28］。
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引き揚げ科学技術者の動向
―満鉄中央試験所・水道技術者・鉄道技術者を中心に―
沢　井　　　実
要　　旨
　戦前の日本帝国を代表する化学主体の試験研究機関であった満鉄中央試験所からの引き揚げ科学技
術者の戦後の歩みは，官界，教育界，産業界と多様であった。満鉄中央試験所職員が複数在籍してい
る民間企業としては日本触媒化学工業，日本揮発油，日揮化学，千代田化工建設などがあった。満鉄
中央試験所職員がこうした化学・石油化学，プラントエンジニアリング企業の技術向上に大きく貢献
したのである。
　戦後復興期から高度成長期にかけて地方都市における上下水道の普及は著しく，それにともなう水
道関連技術者需要の一部を大陸から引き揚げてきた水道技術者が満たした。地方自治体だけでなく，
1950年代末から急増する水道コンサルタント企業に勤務した技術者のなかにも多くの引き揚げ技術
者を確認することができる。一方満鉄，朝鮮総督府鉄道局，川崎車輌などの技術者，労働者が集まっ
て設立されたのがナニワ工機であった。草創期のナニワ工機の技術面での責任者が青木三専務取締役
であり，青木は元朝鮮総督府鉄道局京城工場長であった。
　1946年 3月に大陸鉄道従事員援護会所属組織として交通調査事務所が設立されるが，理事長に華
中鉄道の堀尾豊熊，理事に華北交通の秋山和夫，満鉄の西畑正倫，朝鮮総督府鉄道局の上升主計が就
任した。同年 6月にはより規模の大きな組織として復建協会が設立され，交通調査事務所の職員の多
くを吸収する。復建協会の各支部はその後それぞれ株式会社化され，地質調査・測量・建設コンサル
タント企業として独自の役割を果たした。
